令和６年度 事業報告書
 社会福祉法人若草会
令和６年２月に若草会創立５０周年を迎え、同年１０月に地域の方々をはじめ多くの関係者ご臨席のもと記念式典を開催した。
コロナやインフルエンザ等の感染症については全国的にも流行はあったものの、当法人においては大きな災害もなく無事に一年を過ごすことができた。しかしながら、米不足、物価高騰、人材不足が拡大し、施設運営に大きな影響を与えた。光熱水費は法人全体で約100万円の増、給食費は介護施設で約140万円の増、燃料費は約90万円の増となった。
高齢者介護事業や障害福祉サービスは公定価格で収入が決まっており、経費増大分を補完する補助金もなく難しい運営を強いられた。
令和５年度は赤字幅の大きかった障害福祉サービス事業においては利用者が着実に増え、経営的には良い方向に向かっている。令和６年の全産業と介護職員の賃金差は月額8.3万円となり、令和５年の月額6.9万円から拡大した。当法人においても職員確保のため賃金は上げているが他産業より低いのが現状である。
保育園・こども園においては、補助金が毎年増えているが、その分職員一人あたりの人件費も増えており楽観はできない状況である。府内保育園では保育室の改修工事を行い、保育環境の改善を図った。
人材不足を補う観点もあり介護DXの推進として、眠りSCAN、インカム、介護ソフト連携システム、またノーリフティングケアとして浴室天井リフトやHugの導入を図り、大分県社会福祉介護研修センターの伴走支援を受けスムーズに活用できている。また介護施設では、大分県のふくふく認証を受け、働きやすい職場環境の整備につとめた。
年々厳しくなっている人材確保については、新卒者の採用は保育で２名に留まり介護施設は中途採用者のみとなった。ミャンマーからの技能実習生は３名入職し、介護現場では欠かせない存在となっている。
研修においては、施設外研修にも積極的に参加させ、人材育成・教育及び他施設との情報交換も注力した。
経営的には非常に厳しい一年ではあったが、法人全体での収支差率は令和５年度が4.63%に対して令和６年度が5.51%、人件費は令和５年度が69.0%に対して令和６年度が68.0%と若干の改善はできた。
